
特別支援教室（巡回）の開設         

校長 手島 利夫

東京都の計画を受けて、江東区では、平成30年度から区内全校に特別支援教室を設けま

す。発達障害のある児童一人一人の生活上や学習上の困難さを改善するためには、特別支援

教室での指導だけでなく、在籍学級やご家庭と連携した継続的な指導が必要です。本校は、

東川小学校を拠点校とした6校のグループに属して、巡回指導を受け入れることになりまし

た。だれ一人取り残さない教育に向かう一歩と思いますので、皆様方にご理解いただけます

よう、よろしくお願いいたします。なお、ランチルームを特別支援教室兼学習室として改装・

使用していく予定です。

本年度もご協力をありがとうございました。

平成２９年度も残り少なくなってまいりました。本年度は「新たな教育の創造に向けた挑

戦の年」と考え、「教科横断的なカリキュラム・マネジメントの実現、主体的・対話的で深

い学びの実現と発信」に取り組んでまいりました。先日の学校評価アンケートからは、皆様

の学校教育に寄せる大きな期待と協力のお気持ちがありがたく伝わってまいりました。

私は皆様方に感謝しながら拝見し、次年度の実りある実践につなげてまいりたいと考えて

おります。今年度も様々な場面でお力添えいただきありがとうございました。
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「ＳＤＧｓの精神がそこにありました」

校長 手島 利夫

   １月２７日の「八名川まつり」・「ＥＳＤパワーア

ップ交流会」には、大勢の保護者の皆様、そして地域の

皆様、九州から北海道まで全国各地の先生方・研究者の

皆様、そして江東区教育委員会、東京都教育委員会、更

には、日本ユネスコ国内委員様から国際連合広報センタ

ー様まで、様々な方々が合計すると１０００名程もご来校され、本校児童の発表や職員の

研究発表にご参加いただき、盛大な会を行うことができました。ありがとうございました。

ご参会くださった多くの方々から子どもたちの取り組みについて、素敵なご感想をたく

さんいただきました。国際連合広報センターの千葉潔様からは、

「各学年の前半・後半に分かれた学習発表会をたっぷり拝見し、不覚にも涙がでそうにな

るほどに感動いたしました。１人１人の生徒さんの顔が輝いていました。『誰一人取り残さ

ない』という、持続可能な開発目標（SDGｓ）の精神そのものがそこにありました。

教室を回りながら、自分の夢（進路や生き方）の発表に臨む子どもさんや、障がいをお

った方々の問題の発表を終えた子どもさん、体育館でゲームをしてくれた子どもさん、発

表を聞く保護者のみなさま、ご指導にあたられている先生方から、いろいろなお話をお伺

いいたしました。児童の皆さんは一人残さず、楽しみながらこれに臨み、表現力も確かで

した。その取り組みを通して、お子さん一人ひとりが深い学びを体験し、深い満足と喜び

を得られていることが伝わってまいりました。

そして、そこには、それを愛情深く支えていらっしゃる保護者の皆様、先生方がいらっ

しゃることもよくわかりました。

普通の学校の生徒さんはＳＤＧｓと聞いても、『国連の偉い人たちが決めたことでし

ょ？』という反応を返してくることが多いそうですが、今日、八名川小学校での取り組み

を拝見し、たいへんに心を強くした次第でございます。

皆様、今後もどうぞ ESD、SDGｓを共通言語にして、幅広く、何よりも子どもたちのた

めに、そして、より良い未来へとバトンをつないでいっていただければ幸いでございます。」

というお言葉をいただきました。

教科等の学習成果を活かして学びをつなぎ（カリキュラム・マネジメント）、自分のこ

ととして意欲的に学び（主体的・問題解決的な学習）、対話を通じて互いに考えを深め合

い、生き生きと発信する子どもの姿（創造的なコミュニケーション能力の育成）が至る所

にあふれている八名川まつりの素晴らしさを皆さんと共有するとともに、ますます発展さ

せてまいりたいと思っております。ご参会・ご協力くださいました皆様、ありがとうござ

いました。
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今年の八名川まつりでは、１年「きせつ

のおもちゃひろば」、２年「つくってうご

かして八名川ランド」、３年「八名川タイ

ムトラベル」、４年「やさしさパワーアッ

プ大作戦」、５年「防災、今はじめよう」、

６年「はばたけ未来に」など、各学年で持

続可能な社会につながるテーマで工夫して

すてきな発表・発信がされました。

←八名川まつりの「防災、今はじめよう」

のコーナーでＡＥＤや心臓マッサージの

体験を踏まえ、救急について語る５年生

八名川まつりを終えて

１月２７日の八名川まつりでは、子ども達が学習の

成果をそれぞれ工夫して発表しました。今年は、相手

の学年に応じて伝えらえるようにパネルや実物を用

意したり、お互いに発表を見合ってアドバイスしたり

と、これまで学んできたことがかなり役立ったようで

す。

八名川まつりを終えた子ども達は、｢発表を聞いて

よく分かったと言ってくれて嬉しかった｣｢質問をさ

れてうまく答えられなかったけど、そこをまた調べて

みたいと思った｣｢初めて知ることがたくさんあって楽しかった｣など、それぞれの学びや新

たな気付きがありました。今年の八名川まつりも実りある学びの場となりました。

（特別活動部 福島 直美）

ミニお別れ会

６年生は八名川小学校の最上級生として多くの場面でリーダーシップを発揮し、学校の

ために働いてきました。昨年度の就学時健康診断の時に手を引いて歩いた子どもたちが１

年生になり、４月からは、教室や廊下の掃除、休み時間の遊び、身の回りの世話など色々

な場面でお兄さん･お姉さんとして活躍しました。また運動会をはじめ多くの行事で「すご

いなぁ。あんな６年生になりたいなぁ」と、下級生たちのあこがれになっていたことと思

います。そんな頼りになる６年生とも、お別れの時が近づいています

今月は、２０日（火）にミニお別れ会があります。今年の縦割り班で過ごす最後の行事

でもあります。今までの感謝の気持ちをこめて、６年生を送り出す準備を進めています。

（特別活動部 小野瀬 悠里）



６年生を送る会

学校の要であり、縁の下の力持ちとして働いてくれた６年生。運

動会や委員会活動では、自分の仕事に責任をもって学校全体のため

に働きます。式があるときには、体育館を片付けて椅子の出し入れ

をして、終わったらまた元に戻します。１年生のお世話も

６年生の仕事です。縦割り班やクラブ活動も６年生が計画を立てて活動しています。

いつも学校全体を見回して活動してくれた６年生。こんな素晴らしい６年生がもうすぐ

卒業します。感謝の気持ちを伝えるために、６年生を送る会を行います。２月２３日（金）

の３校時です。ミニお別れ会は縦割り班で、６年生を送る会は各学年で準備を進めていき

ます。一人一人が、ありがとうの気持ちを届けてほしいと思います。

                         （特別活動部  吉岡 佐登美）



首相官邸にて、ジャパンＳＤＧｓアワード特別賞を受賞

  

校長 手島 利夫

新年明けまして おめでとうございます。旧年中は保護者・地域の皆様方から多くのお力添

えをいただきましたこと、ありがとうございました。また、本年も変わらぬご理解とご協力の

程、よろしくお願いいたします。

実は、平成２９年１２月２６日（火）、首相官邸において

全国務大臣を構成員とする持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

推進本部が開催され、その場に於いて第１回ジャパンＳＤＧ

ｓアワードとして表彰する企業・団体等の最終選考が行われ、

本校は、ＳＤＧｓ推進に特筆すべき功績があったことを認め

られ、特別賞をいただいてまいりました。（官邸ＨＰ参照）

左記は安倍首相による当日のご挨拶全文です。

当日は本校児童にも参加要請をいただいておりましたの

で、作文選考で選ばれた２名を引率いたしました。

また、外務省ＳＤＧｓ推進大使のピコ太郎さんも出席され、

クリスタルトロフィーの授与に協力してくださいました。

全国の学校教育の代表として表彰していただいたことで、

「持続可能な社会の担い手を育成する教育」を目指している

学習指導要領の重要性を一層明確にすることができました。
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『やながわファミリー』 文部科学大臣賞受賞
                                 校長 手島 利夫

文部科学省は、地域と学校が連携・協働した基盤的な協働活動のうち、他の模範と認められ

るものとして、本校の『やながわファミリー』に対し、来たる１２月７日、文部科学省講堂に

於いて文部科学大臣表彰を行うことを発表しました。

平成１９年度に発足した『やながわファミリー』（白川裕士・会長）は、学校を中心として、

各町会長さん方や同窓会・ＰＴＡ・ウｲークエンドスクール・げんきっず八名川・江東きっずク

ラブ等々と連携し、商店等地域の皆様にも、また卒業生やその保護者にも会員として加わって

いただきながら、豊かで充実した地域教育ネットワークを作ってきました。

本事業は江東区教育委員会学校支援課のご指導をいただきながら「元気な学校は元気な地域

の支えによって創られる」という理念に基づき、八名川小学校児童の成長や安全を見守る地域

づくりを目指して進めています。元気な地域づくりの一環として、墨絵講座・八名川の昔を語

る会・八名川句会・ボイストレーニング・ヨガ・盆景・ジャイアントペーパーフラワーづくり

等の講座や、お花の会・みどりの会・読み聞かせ・ホームページ委員会・放課後学習サポータ

ー等へのボランティア参加や「小名木川物語」の上映会、『やながわファミリーカレンダー』

や年４回発行される『やながわ新聞』による情報の共有、ブログ『やながわファミリー日記』

の更新など町と学校をつなぐ様々な活動が１０年以上も続けられてきました。

八名川小学校の子どもたちが、地域の大人たちの温かさやつながりの中で、人を信頼するこ

とを学び、誰に対してもやさしく受け入れる大らかな気持ちを育み、４００年以上も続くこの

町の文化に誇りをもち、地域の一員として学び、たくましく成長を続けているのは、とても希

有なことであり、大変にありがたいことでもあります。

保護者の皆様には毎年、４月の全校保護者会等で「家庭の教育力だけで子どもを育てていて

は、植木鉢のヒマワリになりますよ。地域に根を下ろして、この地域の良さの中でたくましく

子育てをしてください。」とお願いしてきました。この地域の素晴らしい教育ネットワークが文

部科学省からも高く評価されています。どうぞ皆さんのお力で、一層盛り上げていただけます

よう、お願いいたします。

また、毎年の卒業式では卒業生やその保護者の皆さんに「卒業しても、皆さんは『やながわ

ファミリーの一員』ですよ。今度は、外から八名川小の子どもたちをいつまでも応援してくだ

さいね。」とお願いしてきました。今年もお願いしますよ。

さて、今回の受賞はこの１０年間だけに対する表彰ではありません。１００年以上続くこの

学校の歴史の中で、どんな時代にも八名川小学校を愛し、手を取り合って子どもたちの学びと

成長を支え続けてくださった多くの方々のご努力やその積み重ねが評価されているのだと思い

ます。そして、未来に向かって、これからも『今』を作り続ける私たちファミリーへの励まし

の表彰だと思います。

皆様とともに『やながわファミリー』の受賞をお祝いするとともに、新たな時代に向かって

ともに歩み続けていきましょう。文部科学大臣賞受賞、おめでとうございます。
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誰一人取り残さない教育へ   ～教育の目標観を考える～   

                                 校長 手島 利夫

私どもが学校教育を考えるとき、常にどの子にも成長して欲しい、幸せに育って欲しいと願

っております。しかし、従来の到達目標設定型の教育観では、いくら指導を工夫しても、いく

ら子どもたちががんばっても、限られた時間の中では目標を達成できない子も出てしまいます。

目標に届かない子は、自分はなんて情けない子なのだろうと自信を失います。一方、先行学

習経験のある子どもにとっては、すぐに到達してしまい、時間をもてあましたりその結果、学

校での学習そのものを程度の低いものと感じたり、学びに対して真剣に取り組もうとしなくな

ったりしがちです。また自惚れたり、周囲の友人のことを馬鹿にしたりしかねません。これが

学校教育における様々な問題行動の根っこにあるような気もします。

しかし、学校公開でご覧いただいたように、八名川小学校の子どもたちは全体的に、熱心に

学び、友達との関係もいいですね。一緒に学ぶ仲間としても誰とも、とても仲がいいのです。

これは、本校の教育観の中に、「方向目標」という目標観があるから実現できているのです。

私は、年度の初めに「私たちは、いつも到達目標型の画一的な指導ばかりをするのでなく、

単元の目標を実現する方向に向かって、子どもたちの学びを大きく方向付けるよう、心がけま

しょう。そして、一人一人の思いに寄り添いながら、成長を支援していきましょう。その子な

りにどのような思考をしたり、何をきっかけにどのような判断をし、それをどのように取り組

み、表現しようとしているのか気をつけて見守ったり、必要に応じてそっと支援するようにし

ましょう。」と先生方に呼びかけてきました。

また、誰一人取り残さないという思いを実現する学習のあり方として【問題解決的な学習】

のスタイルを重視しております。

子どもたちが学ぶべき問題に気

づき、学ぶ必要性について話し合

って学習問題をつくり、どのよう

に学びを進めるか計画を立て、主

体的に学び、分かったことをまと

め、伝え合うというものです。

問題意識さえ共有されていれば、

様々な学び方や調べ方があります。

答えが一つとは限りません。早さ

や正確性だけを競う必要もありま

せん。このような学びの場では、

建前は通用しません。本音で語り、

人の考えに耳を傾ける姿勢が求め

られます。自分たちの気づかなか

った考え方や表現方法にも、互い

の尊敬が集まるのです。
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主体的・対話的で深い学びとは何か ～六年生の実践から考える～   

                                 校長 手島 利夫

９月２５日（月）、今年の６年生も深川江戸資料館展示室を借り切って学習発表会を行い、

保護者の皆様や本校と深川小学校の５年生、そして地域や関係機関の方々、他県からも含

めた多くのお客様に向けてプレゼンテーションをいたしました。

この学習は、『この町の歴史や文化に興味・関心をもって調べ、自分の言葉で誇りをもっ

て語れる子どもを育てたい』という思いから、８年前に始まったものです。

毎年の６年生は、先輩たちの取り組みを見てあこがれをもちながらも、なんとか先輩を

乗り越えようと、工夫や努力を続け、学びを発展させてきました。

今年の発表テーマは、「江戸の干鰯」「江戸の消防署」「船宿」「屋台の蕎麦」「歌舞伎」

「ぼてふり」「江戸の動物」「江戸の茶屋」「木戸番屋」「江戸の米」「流通・交通」「天ぷら

の屋台」「八百屋」「木挽き職人」など様々で、発表の形態も１人から数人のグループまで

色々でした。自分たちの興味や関心を元に学び、体験や人とのふれ合いを大切にしながら

調べ、工夫して大勢の前で勇気をもって語るのです。

今年の６年生の特徴は、発表の原稿を誰も持たずに、手作りの資料を使い、相手と対話

しながら進める点にあります。また、干鰯（ほしか・綿花等を育てる肥料）の話から布の

リサイクルまでを語ったグループは、雑巾にした後は焚き付けに使って、その灰を石けん

代わりにするといいます。そして、灰を使って汚れた布を実際に洗った結果を目の前に見

せてくれるのです。「長屋の共同スペース」班は、共同便所で使う紙が漉き返しだと言いな

がら、自分たちが漉いた紙を手に取らせてくれるのです。江戸前寿司を語る二人は、商店

街のイベントの際に、復元寿司を試食して、味覚体験を元に楽しげに語っていたのです。

三味線の師匠「長屋の於し津さん」を語っ

た子は、知り合いの方から三味線を習い、発

表では一節弾いてから、女手一つで娘を立派

に育てた江戸の女性像を語り始めます。誰も

が思わず引き込まれます。

従来の学習は、先生の講義を聞くことが中

心でした。しかし、脳の活動レベルでは眠っ

ているときと同じ程度で、その成果は半年後

には９５％が忘れられているのだそうです。

でも、自ら体験したことは７５％、他者に

伝え、教えたことは９０％を覚えているそう

です。（ハーバード大のエリック・マズール教授による）

八名川小学校の子どもたちは深川江戸資料館という発表の場を与えられ、探究的に学び

を進め、学ぶ喜びと地域の歴史や文化を人に語れる誇りとを感じているのです。これが「主

体的・対話的で深い学び」の一つの姿なのです。日本の学校教育全体は、八名川型の学び

に向けて大きく変わりつつあるのです。
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ユネスコ本部を訪問してきました              
                                 校長 手島 利夫

この夏、パリに行く機会がありました。ユネスコス

クールＹanagawa 小学校の校長としては、パリに行

くのに，ユネスコ本部を素通りする訳にもいかないと

思い、訪問させていただきました。

国連機関ですから，そう簡単に入れるわけでもない

のですが、知り合いのＥＳＤ担当官のおかげで、ＥＳ

Ｄ推進室（正式には Section of Education for 

Sustainable Development and Global 

Citizenship）を訪問し、推進課長の Alexander 

Leicht 氏と面談し、日本の学習指導要領における

ESD の推進状況や八名川小の子どもたちの成長に見

られる ESD の成果、本校作成の SDGs 実践計画表等

についてお伝えをしてきました。

八名川小の子どもたちが、国際連合やユネスコをも

身近に感じながら、世界的な視野をもって、深く学び

続けてくれることを期待しております。

パリ本部にて：手島、荒川担当官、アレクサンダー・ライヒト氏

体罰・虐待のない学校・家庭・地域を創ります
江東区では全区を挙げて教員による服務事故を無くそうと取り組んでおります。特に体

罰を無くし、こどもたちが安心して生活できる環境を作ることが重要です。

本校では江東区の方針を受けて、職員の研修を徹底するとともに、下記のような体罰ゼ

ロ宣言ポスターを作成しております。

八名川小学校のこどもたちは、素直

で、聞き分けのある子ばかりですが、

時として、教師がかっとなるような場

面があるかもしれません。

そのような時にも、叱る前の深呼吸

が大人としての分別を取り戻す力にな

ることと思います。

体罰も虐待も大人の意識さえきちん

としていれば根絶できるものです。暴

力や暴言でなく、信頼関係で心が安ら

ぎ、学びが深まる学校・家庭・地域づ

くりを目指してまいりましょう。
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今年もアメリカ教育視察団を迎えて              
                                 校長 手島 利夫

日米両国政府の共同提案による日米教育委員会（フルブライト・ジャパン）の主催で、平成

２１年度より ESD（持続可能な開発のための教育）を共通主題とした教員の研修交流が進めら

れてきました。  

６月２３日（金）、全米各州から選抜された１７名の教員・関係者を本校にお迎えしました。

朝の９時から、６年生児童の司会で、体育館を会場に、全校歓迎集会が開かれました。温か

な拍手で迎え、まず始めに吹奏楽部が「津軽海峡冬景色」の演奏を披露しました。校長の挨拶

に続いては、６年生が心を込めた歓迎の挨拶をしました。

アメリカの先生方からも、学校や子

ども達の様子をプレゼンしていただき

ました。自校の敷地内でとれた野菜を

使って給食の改善に取り組み、残滓を

コンポストで肥料化して、循環サイク

ルをつくっていることなども紹介して

いただきました。

５年生は八名川小学校の歴史も踏ま

えた学校生活の紹介をしました。また、

一人一人の先生方のお名前を漢字で表

し、毛筆で書いたプレゼントもお渡し

して、喜んでいただきました。

教育の質的な向上を目指した交流ですから、授業も参観されました。４年生の「水と私たち

の暮らし」で東京都下水道局の出前授業を観ていただいたり、３年の教室では、自分たちが飼

っているカイコの説明を子ども達から受けたり、全校の学習の様子を見学いただきました。

また、各クラスで給食を一緒に食べての交流など、児童にとって心に残る出会いになりました。

児童の下校後には本校の教員とアメリカの先生方との教育懇談会も開かれ、文化の異なる国同

士ながら、教育に対する手法や情熱を語り合いました。

カリフォルニア州のジョアン・ボイル先生からは、

「八名川小学校の子ども達や先生方の温かな雰囲気

は最高です。教育の進め方にも感動しました。訪問

できてよかったです。ESD カレンダーや、問題解決

的な学習スタイルについても、また SDGｓへの取

り組みについてもアメリカの先生方と共有したいで

す。」と絶賛の言葉をいただきました。八名川小の子

ども達や職員の姿から日米の教育活性化が進むこと

を誇らしく思います。

℡ ３６３１－２２６０

第３８９号／平成２９年度 ７・８月号       ユネスコスクール         

八名川小学校ホームページアドレス           江東区立八名川小学校
http:/www.koto.ed.jp/yanagawa-sho/



6 年生の心意気 ― 運動会に向けて ー        

校長 手島 利夫            

運動会まであと僅かになりました。ご家族や地域の皆様の

応援を受けて、精一杯演技することを楽しみに、どの学年も

練習を頑張っています。

中でも 6 年生は、自分たちもあこがれていた『６年生になった』と言う自覚をもち、「八

名川小の歴史を塗り替えていくぞ！」「下級生に『さすが』と思わせるような演技をする

ぞ！」という意気込みが高まり、目の色が変わってきました。意識が変わると動きも演技

も変わります。また、先生方から指導を受けても、「はい！」という返事に意志の力がこ

もります。形式的な返事ではありません。みんなの心がこもっています。このような意識

をもって行事に取り組むことで、力を合わせてやり抜く快さを覚え、互いの信頼感を育て、

友情も深まるのだと思います。

昨年から組み体操の実施が制限された中で、今年の６年は「八名川ソーラン２０１７」

に挑戦しています。そろいの半纏は、地域の町会からお借りしています。大漁旗の竿は、

地域の竹材屋さんからご協力をいただいています。人数の少ない学年で迫力を出すための

苦労もあると思いますが、地域に支えられ一人一人が精一杯に取り組む中で、人間として

大きく成長してくれるものと期待しています。当日は様々な係活動にも取り組み、学校の

顔として頑張る６年生の心意気にも、目を向けていただけたら幸甚です。

↓ 大漁旗も用意している６年生         別紙でお伝えしますが、当日の天候に

よっては学年ごとにクールダウンの時間

を設けるなど、熱中症対策にも気をつけ、

安全に配慮した運営を工夫してまいりま

すので、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。また、ＰＴＡ役員の皆様を中心に、

会場周辺に自転車を停められる方への対

応や、早めに昼食用のシートを敷いてし

まう方への声かけなどに取り組んでいた

だいています。年々、保護者の皆さんか

らのご協力が進んできていることなど、

うれしい報告も届いております。今年も

よろしくお願いいたします。
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  ～オリンピック・パラリンピック旗を迎えて～

校長 手島 利夫

４月２６日（水）の朝、オリンピック・パラリンピック旗が八名川小学校にやってきました。

フラッグ・ツアーとして全国を回っている一環です。

３年後には東京でオリンピック・パラリンピックが開催されます。フラッグを迎えた児童代表

の山口さん、清水さんは二人の掛け合いで、次のように話してくれました。

２０１６年のリオ・オリンピック・パラリンピックでのケンブリッジ飛鳥選手の走り

はすごかったですね。ケンブリッジ選手は深川第三中学校の出身です。３年後の２０２

０年に、いよいよ東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。試合会場がたく

さんある江東区の区民であるみなさんに、何かできることはないでしょうか。

ぼくがやりたいことは、日本全国から来た人や、世界から来た人の役に立てるように

ボランティアなどをすることです。世界の人たちや国内各地から来る人は、東京に来て

困ることがきっとあります。そういう人たちを助けられたらいいと思います。

そのためにぼくは、英語を勉強しようと思いました。一度しかないチャンスを逃さず

に頑張ろうと思いました。

東京オリンピック・パラリンピックがある年に､ぼくは１５歳になっています。だか

ら、未来の自分に言ってやります。「おまえはどんな中学生になっているか？ちゃんと

した生活を送っているか？自分の意

見をもっているか？そして、笑って

心から楽しんでいるか？」と。

これはみなさんも同じですね。み

なさんで､笑顔で楽しい東京オリン

ピック・パラリンピックにしましょ

う。

この大会をきっかけに、子どもたちが

自分の成長へのあこがれと一層大きな夢

をもってくれること、そして一生忘れら

れないほどに素晴らしい体験重ねてくれ

ることを期待しております。
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ǵ ѝǲ̟ǏǦǋ

前同窓会長・江東区教育委員の松江恒治様も子ども

たちと一緒にフラッグを迎えてくださいました。


